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１．理工学術院総合研究所 報告書概要

2019 年度は、理工学術院総合研究所（以下、理工総研）に 7 つの理工重点研究領域が設置されて、2

年目の活動を行った年度である。本報告書では、2019 年度における理工総研の外部資金獲得状況、研究

所と研究員の活動状況、若手研究者育成・支援活動、研究広報および産学連携活動等についての概況を

報告する。

２．予算・決算

理工総研の大学交付金予算は、研究推進部から交付を受けている。近年、研究推進部の予算（事業）

の見直し（外部資金の大学交付金化）が毎年行われており、この変更に伴って理工総研の予算構成も変

化している。2017 年度の理工総研予算は、大学交付金・一般管理費箇所配分枠・間接経費箇所配分枠の

3 種類の予算（大学交付金＋2 つの外部資金）により構成されていた。2018 年度は一般管理費箇所配分枠

が研究所等研究費として大学交付金に変わったことにより、大学交付金と間接経費箇所配分枠の 2 種類

の予算（大学交付金＋1 つの外部資金）により構成されることとなった。2019 年度より、間接経費は一

般管理費（研究）と統合されて研究教育推進経費という大学交付金に変わった。これにより、理工総研

の予算は全て大学交付金となり、外部資金はなくなった。

2019 年度の決算については、理工総研運営委員会における決算報告書を参照されたい。

３．事業報告

３．１ 外部資金の受入れ概況

2019 年度の理工総研における外部資金（受託研究費、共同研究費及び指定寄付金）の受入金額は合計

で 2,632 百万円となり、対前年度比で 355 百万円増加した。2017 年度からの直近 3 ヵ年の推移は図 1.1 に

示すとおりであり、増加基調となっている。

（出典）『2019 年度 学外機関等との学術研究提携等審査委員会報告書』より作成。
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図1.1 外部資金受入金額・件数の推移（直近3ヵ年）

指定寄付金（金額） 共同研究費（金額） 受託研究費（金額）
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2,242

合計
2,277

合計
2,632

（金額単位：百万円）

種類 2017年度 2018年度 2019年度

受託研究費 1,658 1,648 1,855

179件 193件 193件

共同研究費 491 537 652

278件 315件 339件

指定寄付金 93 92 125

（研究） 90件 83件 88件

合計 2,242 2,277 2,632

547件 591件 620件
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３．２ 研究所と研究員の活動状況

（１）理工重点研究領域

理工学術院の「理工学術院の国際化の推進」にあわせ、7 つの理工重点研究領域（以降、理工重点）が

設置された。理工重点のもとには、各領域の研究所が理工総研のクラスター研究所として設置されてい

る。2019 年度は、前年度に引き続き、各領域研究所は、理工総研からのスタートアップ助成予算により

研究員を雇用するとともに、各領域研究所の活動場所として整備されたスペースを活用して研究活動を

行った。また、領域研究所の連携と、研究成果の社会還元に向けた支援展開を推進するために設立され

た「早稲田地球再生塾（WERS）」の活動も実施した。理工総研は、理工重点のプロジェクトマネージャ

ーである荒 勝俊上級研究員、木戸冬子客員主任研究員の活動を中心として領域研究所の活動を支援した。

表 2.1 理工重点 7つの研究所

研究所名称（PO）

数理科学研究所 （小薗英雄）

最先端 ICT 基盤研究所 （甲藤二郎）

フロンティア機械工学研究所 （草鹿 仁）

持続的未来社会研究所 （柴山知也）

先端基礎物理学研究所 （寄田浩平）

先端化学知の社会実装研究所 （松方正彦）

先進生命動態研究所 （大島登志男）

（２）プロジェクト研究等

理工総研における研究支援の基本方針は、個々の教員が展開する受託・共同研究を中心とした萌芽的

なプロジェクト研究（以降、PJ 研究）を支援し、国プロを獲得できる研究機構のような大きな拠点へと

育成することにある。2019 年 10 月時点での PJ 研究等の展開状況は表 2.2 の通りである。具体的な研究

テーマ等については別表を参照。

表 2.2 PJ 研究等件数

PJ 研究制度 件数

PJ 研究 68

長期大型 PJ 研究 3

研究重点教員研究 4

（３）理工総研が管理する研究スペースと 121 号館の建設

理工総研では、PJ 研究を展開するにあたりスペースが必要な場合に、PJ 研究代表者に研究室を貸与し

ている（PJ 研究室）。PJ 研究室は西早稲田キャンパスに所在する 55 号館の利用希望が多く、十分な研究

スペース確保が難しい状態が続いている。

近年、西早稲田キャンパスでは、理工重点研究領域で利用するスペースの整備も行われ、会議室や教

室も慢性的に不足している。このように課題となっている西早稲田キャンパスの狭隘化解消を目的とし
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て、理工学術院が2020年3月に竣工が予定されている121号館に一定のスペースを確保したことに伴い、

55 号館 PJ 研究室の半分程度は 121 号館へ転出することとなった。

2019 年度は 121 号館を時限的に PJ 研究室として利用するための制度設計が行われた他、55 号館より

121 号館または喜久井町キャンパスへ転出する研究室が確定した。また、理工学術院により、2021 年度

以降の 55 号館 S 棟の利用計画が定められた。1F は主に大学院生を対象としたラーニングコモンズ、2F

は一部を教室に、3F は 3/4 を教室に、4F は事務所、5F～9F は理工総研 PJ 研究室等とするものである。

（４）流動研究員（研究重点教員）制度

流動研究員（研究重点教員）制度は、理工学術院の研究戦略に即して、学部・研究科と附置研究所（理

工総研・材研）間の教員の流動化を促して研究の活性化を図るべく、理工総研および材研で実施されて

いる。このうち、理工総研を主たる研究活動の場として、研究活動を展開した 2019 年度の研究重点教員

は表 2.3 の通り。

表 2.3 2019 年度流動研究員（研究重点教員）

氏名 学科

井上 昭雄* 物理

谷口 正信 応用数理

福永 明彦* 応化

古谷 誠章* 建築

*は戦略枠

研究重点教員（戦略枠）3 名のうち、井上研究員は宇宙物理学領域、福永研究員はエネルギーマテリア

ル領域における 2019 年度からの研究重点教員（戦略枠）で、2017 年度末の研究重点教員任期終了後、学

術院戦略枠返還までの期間中退職（2018 年度末）に伴う 2 名の人事枠である。

2019 年度末に学術院に返還される人事枠(1 枠)の学術領域「サイバーセキュリティ領域」に対して研

究重点教員（戦略枠）の人事審議が行われ、2020 年度から研究重点教員（戦略枠）1 名の着任が決定し、

主たる研究活動の場を理工総研とする。

2020 年度末には 2017 年度末で任期満了となった研究重点教員（戦略枠）1 名と研究重点教員任期中の

2020 年度末退職に伴う 1 名分の人事枠（計 2 枠）が学術院に返還されるため、研究企画戦略室会議、学

術領域専攻分科会、主任会、学術院運営委員会での審議により、「ケム・インフォマティクス領域」と「デ

ジタルバイオ融合科学研究領域」2 つの学術領域を選考した。

（５）研究設備または修繕に係る経費補助

2015 年度より、理工研で研究活動を展開する部屋付 PJ 研究代表者の研究環境整備または修繕にかかる

費用に対して、研究分担金収入を財源とした理工研運営費から 2 年間で 100 万円を上限に、研究代表者

が支払った経費の半額を助成してきた。2 年間の試験的運用の結果、有用な研究支援制度であると判断し、

2017 年度から当該制度を研究代表者一人あたり、年間 50 万円を上限として継続実施することにした。

なお、2017 年度より、研究分担金収入を財源とした予算はなくなったため、2017 年度は特別研究費、

2018 年度は一般管理費（研究）、2019 年度は研究教育推進経費（旧一般管理費（研究））をその財源とし



5

ている。

2019 年度は、3 研究代表者からの 4 申請に対して総額 122 万円の助成を行った。また、西早稲田キャ

ンパス再配置計画を実現するために、55 号館 S 棟 PJ 研究室を利用している研究代表者に対して総研 PJ

研究室ではなく研究企画課が所管する研究力強化施設である 121 号館への転出を依頼したことより、2020

年度以降は部屋なし PJ の研究代表者でも本制度を利用できるように制度の変更を行った。

（６）理工総研で研究を展開する研究者の状況

理工総研において研究を展開する研究者は表 2.4 のとおりである。

このうち大学と雇用契約を締結し、理工総研を本属とする特任研究教授・常勤研究員・非常勤研究員・

研究助手の合計数は 128 名であり、うち理工総研の予算を雇用原資とする研究員は 31 名となっている。

表 2.4 理工総研で研究を展開する研究者

種 別 在籍者数（人）

研究重点教員（戦略枠） 3

研究重点教員 1

兼任研究員 399

特任研究教授 1

「理工総研が募集する次席研究員」 16

上級研究員・主任研究員・次席研究員（総研募集次席除く） 51

客員上級研究員・客員主任研究員・客員次席研究員 56

研究助手 3

招聘研究員 438

嘱託 128

名誉研究員 34

招聘研究教授 2

栄誉フェロー 1

計 1,133

（2020 年 3 月 31 日時点）

（７）プレスリリース・受賞

当研究所や研究員が展開する研究活動のうち、プレスリリースされたものを表 2.5 にまとめた。先進的

な研究成果や研究成果が社会で利用された実績、産学官連携活動の紹介など、当研究所や研究員のアク

ティビティの高さを広く社会にアピールすることができた。表2.6には 2019年度の受賞報告をまとめた。

表 2.5 2019 年度の主なプレスリリース

時期 カテゴリー 研究員名等 概要

2019 年 5 月
主任研究員

招聘研究教授

浅岡 陽一

鳥居 祥二
宇宙線観測で陽子スペクトル硬化検出
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5 月 理工重点 大島 登志男 損傷した視神経再生促進

5 月 PJ 研究代表 山口 潤一郎 低分子化合物で植物時計の仕組み発見

5 月 PJ 研究代表 関根 正人 リアルタイムな都市浸水予測が可能に

6 月 PJ 研究代表 岩田 浩康 人の可能性を拡張するために

6 月 PJ 研究代表 松方 正彦 新しい放射能汚染土減容化技術

6 月 研究重点教員 井上 昭雄 観測史上最遠の合体銀河の証拠

6 月 PJ 研究代表 林 泰弘 再生可能エネルギーの大量導入に向けて

7 月 PJ 研究代表 武岡 真司 出血性ショックの救命蘇生に成功

7 月 PJ 研究代表 林 泰弘 電気自動車充電管理手法を開発

7 月 招聘研究員 田中 克明 月に眠っている 水資源を探査する

9 月 PJ 研究代表 河合 隆史 文化財の「見方」が変わる

9 月 研究重点教員 井上 昭雄 130 億光年彼方の宇宙に銀河団発見

10 月 PJ 研究代表 尾形 哲也 文化的配慮ロボットの実現に向けて

11 月 PJ 研究代表 鷲尾 方一 ナノスケール超精密加工が可能に

12 月 PJ 研究代表 片岡 淳 超小型 MeV ガンマ線カメラの開発

12 月 PJ 研究代表 武岡 真司 投球時の手のひらの筋活動計測に成功

12 月 主任研究員 浅岡 陽一 電子の集中豪雨による被ばく線量測定

2020 年 1 月 PJ 研究代表 関根 泰 低温で二酸化炭素の資源化が可能に

1 月 次席研究員 細川 正人 細菌のゲノム情報を一挙に個別解読

2 月 PJ 研究代表 山口 潤一郎 エステルからエステルをつくる?！

3 月 次席研究員 細川 正人 細胞の目覚め解明に繋がる遺伝子発見

3 月 PJ 研究代表 関根 泰 低温で化学反応が速く進む手法を発見

3 月 主任研究員 亀﨑 允啓 高い安定性 磁気粘弾性流体の開発

表 2.6 2019 年度の主な受賞

研究員名 概要

2019 年 4 月 PJ 研究代表 及川 靖広 SPIE, Three-Dimensional Imaging, Visualization, and

Display The Fumio Okano Best 3D Paper Award 2019

4 月 PJ 研究代表 山口 潤一郎 文部科学大臣表彰科学技術賞（理解増進部門）

4 月 次席研究員 上森 理弘 日本化学会第 99 春季年会優秀講演賞(学術)

5 月 PJ 研究代表 宮川 和芳 ターボ機械協会第 81 回総会講演会技術賞

6 月 PJ 研究代表 木野 邦器 公益社団法人日本生物工学会第 27 回生物工学論文賞

6 月 PJ 研究代表 尾形 哲也 日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会Ｒ

OBOMECH 表彰（産業・応用分野）

6 月 次席研究員 坪子 侑佑 第 42 回日本バイオレオロジー学会年会奨励賞

7 月 特任研究教授 内田 健康 Asian Control Conference 2019, Best Paper Award Finalist

9 月 PJ 研究代表 尾形 哲也 Advanced Robotics, International Journal of the Robotics
Society of Japan, Best Paper Award



7

9 月 PJ 研究代表 宮下 朋之 Design Society (The 22nd International Conference on

Design Engineering) Recognition as top 10% of accepted

papers

9 月 PJ 研究代表 菅野 重樹 Design Society (The 22nd International Conference on

Design Engineering) Recognition as top 10% of accepted

papers

9 月 PJ 研究代表 菅野 重樹 Advanced Robotics, International Journal of the Robotics

Society of Japan, Best Paper Award

10 月 理工重点 柴山 知也 国土交通省濱口梧陵国際賞(国土交通大臣賞）（津波防災

研究に対する賞）

10 月 PJ 研究代表 尾形 哲也 財団法人 FA 財団論文賞

11 月 次席研究員 孫 鶴鳴 公益財団法人 高柳健次郎財団高柳健次郎財団研究奨

励賞（研究課題：ヘテロジニアスコンピューティング

を活用した圧縮ドメインにおける映像解析）

12 月 PJ 研究代表 後藤 正幸 The 20th Asia Pacific Industrial, Engineering And

Management Systems (APIEMS 2019), Best Paper Award

12 月 次席研究員 倉石 孝 井上財団井上研究奨励賞

12 月 PJ 研究代表 菅野 重樹 第 20 回計測自動制御学会 システムインテグレーショ

ン部門 優秀講演賞

12 月 PJ 研究代表 岩田 浩康 第 20 回計測自動制御学会 システムインテグレーショ

ン部門 優秀講演賞

12 月 主任研究員 亀﨑 允啓 第 20 回計測自動制御学会 システムインテグレーショ

ン部門 優秀講演賞

12 月 次席研究員 長濱 峻介 第 20 回計測自動制御学会 システムインテグレーショ

ン部門 優秀講演賞

2020 年 1 月 PJ 研究代表 高西 淳夫 IEEE Fellow

３．３ 若手研究者育成・支援

（１）アーリーバードプログラム

朝・夕など課外の時間を利用して、異分野の研究

者との人材交流、研究交流、スキル・キャリア開発

等、日ごろの研究活動では経験できないことに、自

らが企画し取り組む本プログラムであるが、これま

での 8期で延べ 131 名の若手研究者を支援してきた。

第 9 期となる 2019 年度は計 65 名からの応募に対して 17 名(表 3.1)を採択した。約 1 年間（採択～その年

度の 2 月末まで）の研究期間で通常の研究室とは異なる環境で異分野の若手研究者が集い、自由闊達に

議論を展開させることにより、研究活動における新たな展開を若手自身の力で創出することを期待して

いる。
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2019 年度は前期において採択者間の交流を目的とした他己紹介を、後期はメンバー自らが企画した講

演会とワークショップ、交流会を実施した（表 3.2）。特に 12 月の理工総研が募集する次席研究員成果報

告会と合わせて企画実施した交流会は、研究者としてのキャリアや今後の研究計画を進めるうえで大変

有益な意見交換の場になったとの感想も得ており、若手研究者育

成支援という本プログラムの活動に新たな指針を与えた活動とい

えよう。

例年 3 月に開催する成果報告会について「インタラクティブミ

ーティング」というタイトルを決めて準備していたが、2 月下旬

に新型コロナ感染対応の本学指針に合わせて、報告会を中止する

ことになった。例年、成果報告会ではプレゼンコンテストを行ってメンバーを表彰していたが、報告会

中止により若手研究者奨励賞をそれに替えることとし、年度末に提出するポスターと成果報告書をもっ

て執行部が審議を行った。その結果、A コースの優秀賞は小長谷礼美さん、次点賞は佐々木裕之さんが、

B コースの優秀賞は矢菅浩規さん、次点賞は大貫隼さんが選ばれ、表彰状が授与された。

表 3.1 2019 年度 アーリーバード 採択者と研究課題

A（博士後期課程 1・2 年） 8 名

氏名
学年/資

格

学部・研究科/

学科・専攻
研究室 研究課題

浦谷 浩輝 D2
先進

化学・生命化学
中井 浩巳

大規模量子的分子動力学シミュレーションによる

ペロブスカイト太陽電池材料におけるポーラロン

形成過程の解明

大北 俊将 D
先進

応用化学
山口 潤一郎

配位子制御を鍵とする芳香族カルボン酸誘導体の

自在変換法の開発

☆小長谷 礼美 D2
基幹

機械科学
内藤 健

高速多重衝突噴流による新しいエンジンの低騒音

型高圧縮化および壁面断熱化の原理研究

佐々木 裕之 D2
先進

電気・情報生命
柴田 重信

ゴボウの形状と摂取時刻の違いが腸内細菌叢に与

える影響の検証

鈴木 陽太 D2
先進

化学・生命化学
石原 浩二

反応性の研究に基づいた分子設計による、比色フ

ッ化物イオン検出試薬の開発及び検出能の最適化

戸谷 勇輝 D1
先進

生命理工
伊藤 悦朗

神経細胞のインスリン受容体シグナルが学習記憶

機構に果たす役割を栄養状態変化の観点から解明

する

林 廷玟 D1 
創造

建築学
後藤 春彦

近代化産業遺産の案内者の語りを通じて綴られる

「地域の物語」に関する研究

☆渡辺 昌仁 D1
基幹

機械科学
吉村 浩明

流体混合に現れるカオス構造と輸送メカニズムの

解明

☆は幹事。学年・資格・所属は採択時のもの。
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B（博士後期課程 3 年、ポスドク） 9名

氏名 学年/資格
学部・研究科/

学科・専攻
研究室 研究課題

大貫 隼 次席研究員
先進

物理・応物
高野 光則 ペプチド合成分子機械の動作原理とデザイン

高尾 沙希 D3
基幹

表現工学
渡邊 克巳 視知覚における文脈依存性と, その時間特性

高橋 美由紀 助教
先進

生命医科学
大島 登志男

興奮性と抑制性神経細胞における Cdk5/p35 のシナ

プス可塑性への関与の解明

☆田中 一成 次席研究員 数理科学研究所 大石 進一
反応拡散モデルの解に対する精度保証付き数値計

算法 ─ 符号変化構造の解明 ─

對馬 聖菜 講師
創造

建築学
田辺 新一 生理量測定による皮膚ガス放散メカニズムの解明

☆中山 淳 助教
先進

生命医科学
仙波 憲太郎 乳癌が 10 年後に再発するメカニズムに関する研究

畠山 歓 講師
先進

応用化学
小柳津 研一

統計的機械学習に基づく電子機能性高分子の設計

と合成

益子 智之 D3
創造

建築学
有賀 隆

戦後イタリアにおける震災復興都市計画方法の歴

史的展開に関する研究

矢菅 浩規 次席研究員
基幹

機械・航空学
岩瀬 英治

切り紙構造を持つ連結ピラー構造を用いた液滴ネ

ットワークの変形

☆は幹事。学年・資格・所属は採択時のもの。

表 3.2 2019 年度 第 9期 アーリーバード 年間活動実績

日程 活動内容

2019 年

6 月 5 日（水）

オリエンテーション

・幹事選出

6 月 18 日（火） 第 1 回 前期活動ミーティング

6 月 26 日（水） 第 2 回 他己紹介①（佐々木/益子、渡辺/中山）

7 月 2 日（火） 第 3 回 他己紹介②（對馬/田中、林/大北/浦谷）

7 月 10 日（水） 第 4 回 他己紹介③（小長谷/大貫、高尾/畠山）

7 月 16 日（火） 第 5 回 他己紹介④（鈴木/矢菅、戸谷/高橋）

7 月 24 日（水） 第 6 回 後期活動ミーティング

10 月 7 日（月） 第 7 回 後期活動ミーティング

10 月 29 日（火） 第8 回 講演会「次世代コンピューティング技術『量子アニーリング』の産学共同研

究から得られた気づき」

講師：早大グリーンコンピューティングシステム研究機構 田中宗 主任研究員

11 月 14 日(木） 第 9 回 視覚化ワークショップ

講師：東海大学教養学部 富田誠 准教授

12 月 18 日（水） 第 10 回 総研募集次席研究員成果報告会および交流会

2020 年

1 月 30 日（水）

第 11 回 視覚化ワークショップ②

講師：東海大学教養学部 富田誠 准教授

3 月 12 日（木） 第 9 期 成果報告会 「インタラクティブミーティング」

※COVID-19 の影響拡大に伴う本学主催イベント等の対応に則り開催中止
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（２）理工総研が募集する次席研究員

2019 年度は 16 名が在籍した。2018 年度（2019 年 4 月 1 日付および 10 月 1 日付）嘱任人事の結果は、

表 3.3 のとおり。

表 3.3 「理工総研が募集する次席研究員」嘱任状況（2019 年 10 月 1 日時点）

B 系 E 系 S 系 T 系

新 規 1 名 3 名 0 名 4 名

継 続 1 名 2 名 4 名 1 名

当該研究員には、奨励研究費 80 万円を助成している。またこれとは別に海外学会出張補助費 11 万円、

学会出張補助費 9 万円も助成している。特記事項として、2019 年度より研究員の中から幹事 2 名を任命

し、成果報告会の運営など幹事を中心として自主的な運営を行うこととした。

この成果報告会は前年に引き続き、2019 年度も 6 月と 12 月の 2 回開催した。第 1 回目は 6 月 24 日に

4 月新規嘱任者の研究計画および継続嘱任者の中間報告、第 2 回目は 12 月 18 日に 10 月新規嘱任者の研

究計画と継続嘱任者の中間報告、そして任期終了予定者の研究報告を行った。この 12 月の成果報告会の

終了後、研究員とアーリーバードメンバーとの交流会を実施した。当日は両者の幹事が中心となって、

相互に研究内容はもとより研究職を取り巻く環境、将来のキャリアプランまで広く深く語り合う、非常

に貴重なイベントとなった。

表 3.4 「理工総研が募集する次席研究員による成果報告会」発表者名

発表者

第 1 回 大谷拓也、坪子侑佑、長濱峻介、増田亮、ﾕﾘｱﾝﾄﾑﾊﾏﾄﾞ、五十幡康弘、

木谷建太

第 2 回
ﾌｧﾌﾞﾚﾙｱｰﾁｬﾄﾘｽﾀﾝ、森田椋也、太田英介、尾方壮行、町田光史、リモー

チェン、平松裕基、清野淳司、安田和弘

【6 月 24 日報告会会場】 【12 月 18 日報告会会場】
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【12 月 18 日の交流会会場】 【交流会でのアーリーバードのプレゼン】

３．４ 研究広報

（１）理工総研第 1 種行事

早稲田地球再生塾（WERS）の活動開始に伴い、早稲田地球再生塾が主催するシンポジウム等を第 1

種行事として開催している。2019 年度も前年度同様に、シンポジウム・勉強会を開催し、学内外より

多くの登壇者と共に聴講者を招く事が出来きた。会場は、常に活発な意見交換の場へと発展し社会環境

を取り巻く異分野に共通した問題の可視化へ繋がっている。また新たに各省庁の政策での取り組みにつ

いて紹介する「未来社会政策勉強会～SDGs 実現のための政策デザイン～」を計 4 回開催した。以下に

概要を記載する。

○早稲田地球再生塾シンポジウム 2019：テーマ「脳科学と感性科学の融合」（2019 年 7 月 3 日開催）

政府は第 5 期科学技術基本計画において、人々に豊かさをもたらす「超スマート社会(Society 5.0)」

を未来社会の姿として描いている。具体的には、IoT や AI などのサイバー空間（仮想空間）とフィジ

カル空間（現実空間）を高度に融合させる取組みを推進することによって、経済的発展と社会的課題の

解決を図り、さらにそれを両立させることで持続可能な新たな経済社会が構築でき、人々が快適で活力

に満ちた質の高い生活を享受できるとしている。

一方で、人の内面をインサイド空間とすると、現実/仮想空間はアウトサイド空間として捉えること

ができ、それらが繋がることで、本来の人を中心とする社会の在り方が見えてくると私達は考えている。

すなわち、人の感性や意識空間をアウトサイド空間と繋げる研究は、人が昔から追い求めている究極的

な問いに対する答えを我々に与えてくれるように思う。その世界を“Society 5.0＋”とし、脳科学や感

性工学、さらには人の五感（視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚）に関わる科学研究の現状をはじめ、感性

評価手法など人の内面活動にも関わる研究や、政府が目指す超スマート社会構築に向けた今後の方向性

なども含めて各講師にご紹介いただき、それをもとに、人が求める真の豊かさや幸せを実現するための

科学研究の在り方を議論した。

表 4.1 早稲田地球再生塾シンポジウム 2019「脳科学と感性科学の融合」講演者

講演者 所属 ※肩書は当時 演題

鈴木 茂樹 総務省総務審議官 Society5.0 実現に向けた情報

通信政策
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岩田 洋夫 筑波大学大学院システム情報

系教授

バーチャルリアリティーと

Society5.0＋

長谷川 清 株式会社 NeU 代表取締役 日常環境で脳機能計測がもた

らす社会への活用

河邉 隆寛 NTT コミュニケーション科学基

礎研究所特別研究員

錯覚の実世界実装

山口 真美 中央大学文学部教授 顔・身体学－発達と文化

尾形 哲也 早稲田大学基幹理工学部教授 深層学習と認知ロボティクス

○第 4 回勉強会：テーマ「誰も置き去りにしない防災、復興」（2019 年 11 月 12 日開催）

日本社会が、人口減少とそれに伴う国土利用の再配置などの大きな変化を迎える中で、毎年のように

台風、集中豪雨、地震、火山噴火など自然災害が発生している。開発途上国においても、自然災害によ

る被害は深刻で、貧困と災害とが負の連鎖を招いているケースもみられる。「持続可能な開発目標

(SDGs)」では、ゴール 1：貧困削減と、ゴール 11：持続可能な都市の中で、災害被害を大幅に削減す

ることが具体的目標として掲げられている。加えて 2015 年の第 3 回国連防災会議で採択された「仙台

防災枠組み 2015-2030」に沿って強靱さ（レジリエンス）を備えた都市・地域づくりも重要視されてい

る。

理工総研は、2018 年に持続的未来社会研究所を設置し、「防災・社会基盤整備・環境」を柱にした研

究活動を開始した。その特徴は、異なる分野の研究者が協働して、地域社会が持続可能な未来の暮らし

を確立するために役立つ情報や知識を社会に提供し、政策・計画立案に資する研究成果をまとめ上げて

いくことにある。

今回の勉強会では、様々な分野の専門家と共に、「誰も置き去りにしない」という「人間の安全保障」

にも通じる SDGs の理念を、防災・復興と地域創生の現場で実践するにはどうしたらいいか、国内外

の事例も交えながら議論した。

コーディネーターは、本学、理工学術院の北野尚宏教授が務め、以下の講演者による講演が執り行わ

れた。パネルディカッションでは、今後の進むべき道を参加者全員で共有する機会となり、来場者とも

活発なやり取りが行われた。

表 4.2 第 4 回勉強会：テーマ「誰も置き去りにしない防災、復興」講演者

講演者 所属 ※肩書は当時 演題

柴山 知也 早稲田大学創造理工学部教授 頻発する沿岸域災害への対応

木全 洋一郎 陸前高田市地域振興部商政課

長

Build back better：ノーマラ

イゼーションという言葉のい

らないまちづくり

秀島 栄三 名古屋工業大学大学院教授 行動に移されない SDGs：防災の

場面を捉えて

武藤 亜子 国際協力機構・JICA 研究所・主

任研究員

国際協力における人間の安全

保障の実践
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○「未来社会政策勉強会～SDGs 実現のための政策デザイン～」

SDGs（持続可能な開発目標）を実現するために、各省庁の政策での取り組みについて紹介し、双方向

に意見交換を行う「未来社会政策勉強会～SDGs 実現のための政策デザイン～」を、2019 年度より新たに

開催した。講師として各省庁の方をお招きし、国の政策や大学に期待することをご講演いただいた。参

加対象者は早稲田大学教職員と SDGs と ICT 提携講座関係者で、講師との活発な意見交換が行われた。

表 4.3 「未来社会政策勉強会～SDGs 実現のための政策デザイン～」講演者

開催日 講演者 所属 ※肩書は当時 演題

2019 年

10 月 18 日

鈴木 茂樹 総務省事務次官 SDGs の達成・Society 5.0 の実現に向

けた『ICT グローバル戦略』

11 月 15 日 松永 明 特許庁長官 イノベーションの促進と特許制度～

特許制度は AI・IoT の時代に対応して

いるのか？～

12 月 20 日 松尾 泰樹 内閣府政策統括官（科学技

術・イノベーション担当）

STI for SDGs

2020 年

2 月 28 日

中井 徳太郎 環境省総合環境政策統括

官

地域循環共生圏と SDGs

早稲田地球再生塾 ポスター

（２）理工総研第 2 種行事

理工総研では、研究活動を学内外に広報することを目的としたシンポジウム・講演会の開催を支援し

ている。第 2 種行事は、PJ 研究を始めとする研究グループ等が企画等を行う研究関連行事について 1 件

当たり 30 万円を上限にその開催費の一部を助成するものである。開催件数は 2016 年度：17 件、2017

年度：23 件、2018 年度 16 件と高水準で推移しており、研究活動広報が活発に行われていることがわか

る。2019 年度に開催した第 2 種行事は、年度末に新型コロナウイルスの影響で開催が中止になった行事

があったものの 14 件であり、下表のとおりである。
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表 4.4 2019 年度に開催した第 2 種行事

所属 申請者 シンポジウム名 開催日

1 建築 古谷 誠章
Flab 展 連動企画 助手サミット~歴代古谷研究室

助手から見る古谷誠章研究室~
2019/4/6

2 建築 高口 洋人
サステナブルビルトエンバイラメント 2019 東京会

議
2019/8/6～8/8

3 応数 谷口 正信 複雑なデータに対する統計手法とモデル 2019/6/5～6/7

4 応数 谷口 正信 複雑海洋生態における因果推測 2019/6/11～6/12

5 環エネ 中西 要祐 電力技術懇談会 講演会 2019/7/18

6 物理 寄田 浩平 ダークマター研究会 2019/7/5～6

7 表現 及川 靖広
コーエーテクモホールディングス社長 襟川陽一

（シブサワ・コウ）氏 講演会「技術とコンテンツ」
2019/6/4

8 表現 及川 靖広 第１９回１ビット研究会 2019/7/10

9 表現 及川 靖広 第２０回１ビット研究会 2019/12/4

10 電子 川西 哲也
大容量テラヘルツ無線システムに関するワークシ

ョップ
2019/9/20

11 建築 高口 洋人
第 2回アジアにおける持続可能な都市環境デザイン

国際会議

2019/11/8 ～

11/10

12 総機 高西 淳夫 イタリージャパンワークショップ 2019 2019/12/2～12/6

13 総機 岩崎 清隆 第 9 回早稲田心臓外科塾 2020/1/11、1/18

14 建築 古谷 誠章
Flab 展 連動企画 助手サミット~歴代古谷研究室

助手から見る古谷誠章研究室~
2019/4/6

（３）理工総研第 3 種行事

第 3 種行事は、研究グループ等に対する理工総研からの助成金はないが、研究グループ等が実施する

シンポジウム・講演会等に対して、共催者として理工総研の表記を許可するとともに、広報活動を支援

するものである。開催件数は 2016 年度 4 件、2017 年度 8 件、2018 年度 9 件と、第 2 種行事同様に高水

準で推移しており、研究活動広報が活発に行われていることがわかる。2019 年度に開催した第 3 種行事

は 10 件で、下表のとおりである。
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表 4.5 2019 年度に開催した第 3 種行事

所属 申請者 シンポジウム名 開催日

1 応化 山口 潤一郎 第 116 回有機合成シンポジウム
2019/10/31 ～
11/1

2 応化 山口 潤一郎 2019 年度 第 1 回 有機金属若手研究者の会 2019/9/13

3 機航 天野 嘉春 フィールド通信技術セミナー
2019/4/19～

2020/3/5

4 応化 松方 正彦 第６回先端化学知の社会実装領域コロキウム 2019/12/18

5 物理 寄田 浩平
プラネタリウム特別上映会「サイエンスレクチャー～

巨大加速器ＬＨＣで探る宇宙～」
2019/12/14

6 環エネ 草鹿 仁 早大モビリティシンポジウム 2019/11/16

7 応化 松方 正彦 第７回先端化学知の社会実装領域コロキウム 2020/1/21

8 応化 山口 潤一郎 「AI と有機合成化学」第 4 回講演会 2020/2/3

9 執行部 木野 邦器
バイオ×デジタル（AI・IoT）～バイオ産業における

デジタルトランスフォーメーション～
2020/1/31

10 情報 甲藤 二郎 最先端理工学講演会
2019/12/18 、

2020/1/14

（４）「早稲田理工 by AERA 2020」

理工総研では、企業の技術者や産学連携担当者等に対し、研究所の研究活動や若手研究者支援の取組

み等を紹介して研究契約へのきっかけをつくることを目的としてムック誌を発行している。2016 年度に

は朝日新聞出版の AERA ムック「早稲田理工 by AERA」としてリニューアルし、2019 年度は「早稲田

理工 by AERA 2020」を発刊した。カラーグラビアを多用し、最先端の研究内容をわかりやすく紹介し

ている他、若手研究者や多才な OB・OG の活躍について掲載している。

【巻頭インタビュー】 北川悦吏子氏

【特集１】 （理工重点研究領域）７つのチームが創造する新しい未来

【特集２】 （若手研究者支援）次席研究員等

【特集３】 （OB・OG 紹介）未来へ、トライ

【特集４】 （研究者レビュー）世界を変える 6 人の研究者
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（５）理工総研報告特集号（ASTE 特集号）

ASTE 特集号は、理工総研における研究成果を内外に発信することを目的として、理工総研の行事、理

工総研で展開中の研究または終了した研究の報告、解説等として発行している。2019 年度は研究重点教

員（戦略枠）による特集号を 2020 年度に発行するための準備を行った。

３．５ 産学連携活動

（１）早稲田地球再生塾（WERS）

理工重点研究領域 7 研究所の開設に伴い、各々の研究所間の連携と研究成果を社会還元に向けた支援

と展開を目的に、異分野の研究者や技術者の新たな出会いの場の提供、更には、新たな研究の企画と立

案、実践や事業化に向けた学内外に開かれた研究会“早稲田地球再生塾（Waseda Earth Regeneration

School：WERS）”について、シンポジウムを 1 回、定例の勉強会を 1 回、新規に開催した未来社会政策

勉強会を 4 回開催した。

（２）研究交流事業

本学では、学外機関等から会費または参加費を受け入れて、特定の研究課題について行う交流活動を

研究交流事業と位置付けている。理工総研にて展開されている研究交流事業は表 5.1 のとおりである。

各研究会の活動については以下に概要を示す。

【モビリティ研究会】

自動車は交通渋滞や大気環境の悪化、地球温暖化などの原因となっている。そこで、本定型組織の相

互協力のもとに、都市における運輸交通システムの改善やエコビークルの開発と普及に関する課題研究

や情報交換を実施し、問題の解決を図る方策を具体的に追究する。

【森が学校計画産学共同研究会】

20 世紀の終わり頃から、子どもたちが自然と触れ合う機会が減少し、自然欠乏症候群という新たな課

題も現れてきた。本研究会は、故Ｃ．Ｗ．ニコル氏が掲げる「自然からの学び」を基とし、「自然環境」・

「地域の資源」を人間の本質的な人格形成に必要不可欠なものを定義づけ、子どもたちやその土地に生

きる人々の環境を整えるために必要な「自然・地域社会・建築・教育」の相互関係を見直し、「学校を超

えた学校・地域の核となる学校」のあり方を研究することを目的とする。

なお 2020 年 4 月にアファンの森財団幹事長Ｃ．Ｗ．ニコル氏が急逝したが、古谷会長によると、本研

究会はこれまで通り活動を継続するとのことである。

表 5.1 理工総研で展開されている研究交流事業

代表者 研究会名 参加企業等

草鹿 仁（環ｴﾈ） 早大モビリティ研究会 日産自動車（株）等 38 社

古谷 誠章（建築） 森が学校計画産学共同研究会 （一財）C.W.ニコル・アファンの森財団等

（３）JXTG エネルギー株式会社との連携活動

理工総研と JXTG エネルギー株式会社（以下「JXTG」）とは、2010 年 3 月より「低炭素社会の実

現に資する革新的基盤技術」に繋がる共同研究テーマの創出を目的に組織的連携活動を実施している。

本連携では、将来のエネルギー、環境、資源問題に対して、革新的技術の創出、および革新的技術の
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社会実装に向けた課題解決を目指し、前年度より継続して「FS 研究」5 件、「若手奨励研究」９件の実施

を中心とした活動を展開した。若手奨励研究は前年よりさらに応募者が増加したこともあり、これまで

の最多人数を採択した。前年と同様 11 月に JXTG 中央研究所（横浜市）において中間報告会を実施し、

ラボおよび敷地内の実験施設見学ののち若手奨励採択者が研究報告を行った。質疑応答では企業研究者

から示唆に富む議論が展開され、報告会後の懇親会でも引き続き研究所のベテラン研究者と若手奨励採

択者の対話が広げられた。事後の採択者アンケートでは、JXTG 研究者との議論により研究の位置づけや

現状の問題点が明確になり、今後の研究遂行に有益との感想が得られた。

例年は年度末に成果報告会を実施しているが、2019 年度は新型コロナ感染防止対応により成果報告会

の開催は中止となり、採択者全員へ例年通りの報告書提出を求めるに留まった。若手奨励研究採択者か

ら選出される「JXTG エネルギー優秀研究賞」は、早大委員および JXTG 委員が報告書を書面審議する形

で選考され、応用化学科の酒井求講師および機械科学専攻博士後期課程の小長谷礼美氏が選出され早大

西早稲田キャンパス内で表彰を行った。

理工総研と JXTG との組織連携は 2019 年度が最終となり、2020 年度からは早大と同社との包括連携が

スタートする。対象領域を人文・社会系へも拡張し、JXTG の中長期課題である、多様な社会問題の解決

を目的とする革新的技術の創出および社会実装に向けて研究活動を促進することとなる。理工総研との

組織連携は幕を閉じるが、FS 研究における共同研究への展開実績や若手研究者支援など一連の活動で得

られたものは多く、早大および JXTG 両委員および関係者の長年にわたる多大な協力にこの場を借りて

謝意を表する。

表 5.2 FS 研究採択者一覧 ※肩書は 2019 年度当時

氏 名 所 属 テーマ

福永 明彦

教授

先進理工学部

応用化学科

CO2 からの化学品合成を実現する三相界面を考慮した

電極による CO2 電解還元方法の検討

柴田 高範 教

授

先進理工学部

化学・生命化学科

非平面π共役スペーサーとしての多官能性ヘリセン化

合物類の合成と物性評価

中尾 洋一

教授

先進理工学部

化学・生命化学科

高齢化社会における脳機能保護効果を有する食品成分

の研究

柳谷 隆彦

准教授

先進理工学部

電気・情報生命工学科

横波モード圧電薄膜共振子を用いた抗原抗体反応ヘル

スケアセンサの開発

須賀 健雄

講師

先進理工学部

応用化学科

熱可逆性・組み替え架橋ポリマーの設計と溶液物性
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表 5.3 若手奨励研究 ※肩書・学年は 2019 年採択当時

「JXTG エネルギー中央研究所での中間発表」

氏 名 所 属 推薦者 テーマ

⼟⼾ 優志 先進理工学部

生命医科学科

助教

武田 直也

教授

損傷診断と早期自己修復を同時実現し得る”

⻑寿命”⾼分⼦材料の作製

太田 英介 理工学術員総合研究所

次席研究員

山口 潤一

郎教授

地殻内に豊富に存在する金属元素と可視光に

着目した結合開裂反応の開拓

任 天楚 先進理工学術院

ナノ理工学専攻

D1

門間 聰之

教授

A Stepwise Analysis of the Synthesis Process
Lithium Sulfide Carbon Ink Material for Lithium
Ion Batteries Materi

⻘野 陸 先進理工学部

応用化学科

講師

木野 邦器

教授

4-メトキシサリチル酸を合成可能な新規 6-メ

トキシサリチル酸脱炭酸酵素の解析

佐藤 哲也 創造理工学部

経営システム工学科

講師

椎名 孝之

教授

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰを用いたﾏｲｸﾛｸﾞﾘｯﾄﾞにおける

電気自動車ｼｪｱﾘﾝｸﾞの車両運用・充放電計画ﾓ

ﾃﾞﾙ開発に関する研究

岸本 拓磨 基幹理工学術院

機械科学専攻

D2

鈴木 進補

教授

低炭素社会に向けた熱交換器の効率化を実現

する金属極細管製法開発

酒井 求 ナノライフ創新研究機構

次席研究員

松方 正彦

教授

CO2 吸着分離用 MOF 構造体のワンポット合

成

⼩⻑⾕礼美 基幹理工学術院

機械科学専攻

D2

内藤 健

教授

高速多重衝突噴流による高熱効率エンジンの

低騒音型高圧縮化および壁面断熱化の原理研

究

村松 佳祐 先進理工学術院

応用化学専攻

L4

⿊⽥ 一幸

教授

電極触媒材料の設計指針獲得に向けた層端面

を豊富に有するロッド状金属水酸化物の合成
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「若手奨励研究_奨励賞表彰」

【左写真】応用化学科松方委員長（左）と酒井次席研究員（右）

【右写真】応用化学科松方委員長（左）と小長谷氏（アーリーバード）（右）

（４）東芝メモリ株式会社（現：キオクシア株式会社）との連携活動

※東芝メモリ株式会社は 2019 年 10 月 1 日よりキオクシア株式会社に社名変更となった。

「半導体集積回路設計技術」、「半導体デバイス・製造・プロセス技術」、「情報処理技術」等の分野に

おける最先端の研究開発および若手科学技術者の育成を目的として、2018 年 7 月 25 日、東芝メモリ株式

会社と連携活動協定を締結した。両者の代表からなる運営委員会を設置し、共同研究テーマ創出につな

がる技術アイデアの検証を目的としたフィージビリティ研究（以下、FS 研究）と、人材育成を目的とし

て若手研究者の研究を奨励する若手奨励研究を実施している。

連携活動 2 年目となる 2019 年度は、FS 研究は 5 件の応募があり 5 件を採択、若手奨励研究は 2 件の応

募があり 2 件を採択し、研究期間は 2019 年 7 月 1 日から 2020 年 2 月 29 日までとした。2019 年度におい

ては、研究開始にあたり、2019 年 7 月 12 日に東芝メモリ関連施設においてキックオフ会を実施し、採択

者および東芝メモリ関係者が参集して、FS 研究採択者および若手奨励研究採択者の研究計画発表と、FS

研究採択者と東芝メモリ技術アドバイザーとの顔合わせを行った。

特筆すべき 2019 年度の連携活動として、2019 年 9 月 17 日に東芝メモリ四日市工場見学会を実施した。

理工学術院内で広く参加者を公募し、学生 33 名、教員 3 名の参加があった。

2020 年 3 月 6 日に、2018 年度採択者と 2019 年度採択者合同の成果報告会を予定していたが、新型コ

ロナウイルス感染拡大による影響のため、中止を余儀なくされた。なお、各年度の若手奨励賞について、

本来は成果報告会中に審査を行う予定であったが、運営委員による報告書の書面審査により、2018 年度

は情報生産システム研究科・博士後期課程 3 年の GUO, Yi 氏、2019 年度は創造理工学研究科・准教授の

大森峻一氏が選ばれ、表彰されることとなった。

３．６ その他

喜久井町観音慰霊祭

2019 年 5 月 25 日に喜久井町キャンパスにて観音慰霊祭を行った。慰霊祭は、1945 年（昭和 20 年）5

月 25 日の東京空襲の際に、喜久井町キャンパス付近にあった防空壕に避難して犠牲となった本学研究員

や学生と近隣住民、合わせて 300 余名の慰霊を目的に昭和 23 年より喜久井町町内会と共催で毎年行って

いる。毎年、同町会からも多数の参列をいただいており、72 回目となる 2019 年度の慰霊際では笠原博徳
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副総長により大学代表の挨拶が行われた。当日は喜久井町キャンパスに研究拠点を構える研究員や学生

を中心とする本学関係者や近隣住民等あわせて約 60 名が参列した。

４．理工総研の運営体制・組織図 （2020 年 3月末現在）

執 行 部 所 長：木野 邦器

副所長：天野 嘉春（人事・予決算）、高口 洋人（研究管理・体制）、

高橋 大輔（学術院長補佐）

研究振興委員会 委員長：高口 洋人

委 員：中尾 洋一、小松 幸夫、鷲尾 方一、森島 繁生、尾形 哲也、

小岩 正樹、谷口 正信、渡邊 克巳、小出 隆規

学 術 委 員 会 委員長：天野 嘉春

委 員：甲藤 二郎、田辺 新一、谷口 正信、山路 哲史

研究員会

理工総研運営委員会

B
系
研
究
部
門

委
員
長
：
中
尾

洋
一

執行部連絡会

学術委員会（広報）

委員長：天野 嘉春

委 員：全 5 名

研究振興委員会（学術・研究）

委員長：高口 洋人

委員 ：全 10 名

T
系
研
究
部
門

委
員
長
：
森
島

繁
生

S
系
研
究
部
門

委
員
長
：
鷲
尾

方
一

E
系
研
究
部
門

委
員
長
：
小
松

幸
夫
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別表１：PJ 研究等の一覧（研究部門のアルファベット順、研究部門内では研究代表者氏名の五十音順で掲載（敬称略））

PJ 研究（68 件） ※B＝Biology 系 E=Environment 系 S=Science 系 T=Technology 系（以下、同じ）

部門 題目 研究代表者名

B

微生物機能高度活用プロジェクト 木野 邦器

新規生物活性ペプチドの取得を基盤とした医薬・マテリアルの開発 小出 隆規

天然物化学を基盤としたケミカルバイオロジー研究 中尾 洋一

共生環境化学研究 中尾 洋一

E

次世代型超省エネルギーリサイクル技術開発 大和田 秀二

バイヨンを中心としたアンコール回廊の調査・研究と重要遺構の保存修復計画

案の策定

小岩 正樹

スペーシャル・プランニング研究 後藤 春彦

企業所有および公共所有不動産の経営に関する研究 小松 幸夫

廃炉事業に資する放射線遮蔽・遮水機能を有する超重泥水・土質系材料の開発 小峯 秀雄

古代エジプトにおける都市の景観と構造に関する学際的研究 近藤 二郎

次世代ヒートポンプ技術に関する研究Ⅱ 齋藤 潔

精緻な解析手法による東京 23 区のリアルタイム浸水予測システムの開発 関根 正人

サステナブル社会移行研究 高口 洋人

ゼロ・エネルギービルに関する研究 田邉 新一

首都圏を中心としたレジリエンス総合力向上のためのデータ収集・整備と被害

推定システム構築のためのデータ管理・利活用の検討

西谷 章

災害情報データベースの継続的構築及び社会安全への活用に関する研究 長谷見 雄二

大都市圏の環境と安全性向上研究 PJ 長谷見 雄二

ハイパースクール研究 古谷 誠章

地域再生デザイン研究 古谷 誠章

スマートシティ実現のための次世代交通システムに関する研究 森本 章倫

S

エナジー・ネクスト研究 朝日 透

電気化学ナノテクノロジーの工学応用 逢坂 哲彌

高精度 3D カラー放射線イメージング 片岡 淳

計算化学の社会実装 中井 浩巳

相対論的電子論が拓く革新的機能材料設計 中井 浩巳

ナノ材料の実用的合成プロセス開発と応用展開 野田 優

結合切断科学と革新的分子合成技術の開発 山口 潤一郎

計算科学による原子炉過酷事故メカニズムの解明と安全性の向上研究 山路 哲史

RF ガンシステムの汎用化と応用研究開発 鷲尾 方一

Ｔ

ナノ・エネルギー研究 朝日 透

スマートプラントの制御・管理に関する研究 天野 嘉春

月惑星探査のための基盤技術の研究 天野 嘉春
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Ｔ

確率場による高次元データ解析 石川 博

医療機器の非臨床評価法 岩﨑 清隆

マイクロ・ナノメカニクス研究 岩瀬 英治

次世代ニューロ・リハビリテーション技術に関する研究開発 岩田 浩康

エネルギー需給ネットワークのモデリングと統合メカニズム 内田 健康

物理・コミュニケーション音響学 及川 靖広

数理モデリングに有用な精度保証付き数値計算理論の発展 大石 進一

機械学習・ロボット研究融合のためのシステムデザインおよび運用・管理支援

を行う統合的開発環境に関する研究

尾形 哲也

深層学習を利用したコミュニケーションロボットに関する研究 尾形 哲也

スマートコミュニティの実現に向けた環境配慮エネルギー・循環システムの構

築に関する研究
小野田 弘士

高性能光学ポリマーの創製と屈折率制御 小柳津 研一

高効率で省電力な IoT・ビッグデータ処理基盤 甲藤 二郎

先進技術の人間工学デザイン・評価研究 河合 隆史

リニアセルを用いた高速無線通信および高精度レーダーに関する研究 川西 哲也

バイオプロダクション 桐村 光太郎

自動車技術と持続可能なモビリティに関する研究 草鹿 仁

地下エネルギー資源の増産手法の開発 栗原 正典

実践的油層評価および最適開発計画策定に関する研修 栗原 正典

次世代 e-learning に関する研究 後藤 正幸

人間特性計測に関する研究 菅野 重樹

知能ロボットと人間との相互誘導に関する研究 菅野 重樹

エネルギーキャリアのための非在来型触媒 関根 泰

医学教育用ヒューマノイドの開発 高西 淳夫

ソーシャル・インプルメンテーションズ・オブ・ロボット 高西 淳夫

機能性ナノシートを用いた生体情報モニタリングシステムの開発 武岡 真司

持続可能な次世代グローバルエネルギーグリッドの研究（e-Asia） 中西 要祐

機能性レドックスポリマー 西出 宏之

東日本大震災後の電力システム再構築 林 泰弘

規則性ナノ空間の化学 松方 正彦

水力ターボ機械システムの高性能化、高信頼性化研究 宮川 和芳

次世代宇宙構造物開発に関する研究 宮下 朋之

移動体・インタフェースの知的統合化研究所 宮下 朋之

安全安心な社会を実現し豊かな文化を創造するコンテンツ・映像処理技術研究 森島 繁生

組織再生機能に優れた複合足場材料の開発研究 山崎 淳司

資源鉱物を原料とする高機能性環境浄化素材の開発 山崎 淳司

人間の認知行動の顕在的・潜在的過程の研究 渡邊 克巳
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長期大型ＰＪ研究 3件（研究部門のアルファベット順、研究部門内では研究代表者氏名の五十音順で掲載（敬称略））

別表２：研究重点教員研究 4件

（研究部門のアルファベット順、研究部門内では研究代表者氏名の五十音順で掲載（敬称略））

部門 題目 研究代表者名

E 学術、技術、芸術の統合による、豊かな生活環境の創出に関する研究と実践 古谷 誠章

S
遠方銀河と宇宙再電離の研究 井上 昭雄

統計科学と金融工学 谷口 正信

T 表界面精密解析によるエネルギーマテリアルの研究開発 福永 明彦

別表３：「理工総研が募集する次席研究員」奨励研究 16 件

（研究開始日順、同一日の場合は氏名の五十音順で掲載（敬称略））

部門 題目 研究代表者名

S 相対論的量子化学の社会実装に向けた RAQET プログラムの拡張と応用 五十幡 康弘

S 高エネルギー中間体を経由する結合開裂反応の開発 太田 英介

T 人間の運動時の床反力フィードバック装置に関する研究 大谷 拓也

E 咳飛沫・飛沫核への近距離曝露による感染症伝播現象の解明 尾方 壮行

E ベトナムの尺度及び建築設計技術に関する陸域・海域の両ネットワークによる

伝播と受容

木谷 建太

S インフォマティクスと融合させた高精度・高効率な相対論的量子化学理論の開発 清野 淳司

T 細血管系への治療機器留置により生じる三次元ひずみ分布の定量計測法の構築 坪子 侑佑

T 環境と共存する機械システムに関する研究 長濱 峻介

E 粒径の幅が極端に広い材料からなる河床上で生じる土砂移動現象 平松 裕基

T
水車ドラフトチューブ内旋回流によるサージング及び渦芯振れ回りによる圧

力脈動現象の解明によるモデル化のための実験と理論的アプローチ

ﾌｧﾌﾞﾚﾙ ｱｰﾁｬ

ﾄﾘｽﾀﾝ

B 生物活性を有する3重らせんペプチドの探索 増田 亮

B 海綿内微生物の微生物間ケミカルコミュニケーションの解明 町田 光史

T 知覚支援装置によるニューロリハビリテーション手法の開発 安田 和弘

E 各地域に最適なヒートポンプの運用に関する研究 ﾕﾘｱﾝﾄ ﾑﾊﾏﾄﾞ

S 長尺カーボンナノチューブの合成とリチウム-硫黄電池への応用 リ モーチェン

E 地域社会の回復・持続に向けた社寺の運営に関する研究 森田 椋也

以上

部門 題目 研究代表者名

E 住宅・建築の快適性と健康性に関する研究 田辺 新一

S 量子ビームが可能にする高分子ナノ構造体の創製 鷲尾 方一

T 生理活性物質科学 竜田 邦明


